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文芸投稿 6 月度(5/31 放送)のテーマ: 「梅干し」に関するエッセイ 

 

エッセイテーマ : 「梅干し」 

 

梅干しと聞くと、あーすっぱそうだと頭に浮かぶが、最近は、他にこれといった酒のつまみ

が無い時などに、たまに梅干しを食べる時がある。ビールにでも、ウィスキーの水割りにで

も、つまみとしてよく合い、梅干しを噛みながらちびりちびりと一杯やるのも私は大好きだ。

我が家では梅干しを作ったことは無いので、もっぱら買ってきた梅干しを食べる。私の若い

ころには、お腹が空くと、冷たくなった残りご飯に熱いお茶を掛けて、海苔を小さくちぎっ

て海苔茶漬けにして、真ん中に梅干しを載せて、一人でよく食べたものだ。梅干しのほど良

いしょっぱさが抜群だったのが懐かしい。最近では、梅干しが入ったおにぎりをコンビニで

買う時がある。ご飯に合ってとてもおいしい。しかしながら、具としての梅干しと鮭に関し

て言えば、おにぎりと海苔茶漬けがあるが、私は、梅干しよりも鮭の具のすばらしいおいし

さがお気に入りだ。近年は、手軽に鮭のほぐしたものが手に入るので、梅干しの手軽さ以上

に鮭のほぐしを食する機会が増えた。朝食時に、ごはんの振りかけの一つとして鮭のほぐし

を毎日でも食する時があるからだ。梅干しの取柄は、梅干しに含まれるクエン酸の効用だろ

うか。梅干しにはクエン酸が豊富に含まれており、疲労回復に効果があるという。学生時代

の私は、運動して疲れた後に梅干し入りのおにぎりをよく食べたものだ。近年では、飲兵衛

の私は、梅干しの味わいがある梅酒もよく愛飲する。体には良いとのことで、色々と飲んだ

後の口直しに梅酒を飲むことも多い。梅干しはなかなか味わいがあるものだ。 
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